























Revisitation of “Acid/Alkaline Ash Diets” in Terms of 
Their Nutritional Meaning























































































































+ OA］－［Na+ + K+ + Ca２+ + Mg２+］），腎臓からの正味の酸排泄量NAE（NH4





　NAEは，食事性の酸塩基負荷を予測する指標であるPRAL（potential renal acid load，潜在
的腎臓酸負荷）と次のように関係づけられる６）．すなわち，PRALは，食物のミネラルの組成
と各ミネラル（ただしSの場合はたんぱく質）の消化吸収率を考慮して設定された潜在的腎臓






オンの総計の差がPRALの値となる．PRALは食品の分析値から（SO4 + P + Cl）－（K + Ca 



















+ OA）－（ Na+ + K+ + Ca２+ + Mg２+）の実測値とNAEの実測値が近似していることが分かる．
また，NAEの推測値（PRALとOAの和）も，上記の二つの値と似た値になっている．したがっ
イオンの推定排泄量 ＝ 正味の腸管吸収率 × 摂取量 ×イオンの価数
Na＋(mEq) ＝ 0.95  …mmol  1 
K＋(mEq) ＝ 0.80  …mmol  1 
Ca2＋(mEq) ＝ 0.25  …mmol  2 
Mg2＋(mEq) ＝ 0.32  …mmol  2 
Cl－(mEq) ＝ 0.95  …mmol  1 
HPO4
2－・H2PO4
－(mEq) ＝ 0.63  …mmol  1.8*＊ 
SO4
2－(mEq) ＝ 0.75  …gたんぱく質×0.325***  2 
OA (mEq) ＝ 41 mEq × 体表面積(m2)/1.73(m2) 
*各イオンの推定排泄量を表に示したように計算し、（SO4 + P + Cl + OA)－(K + Ca + Mg + 
Na)の値を求める． 
**pH 7.4 における H2PO4
－の解離度を考え,リン酸イオンの形式的な価数を 1.8 としている.  
***たんぱく質に含まれるメチオニンとシステインの推定平均含量を 0.325 mmol/gたんぱく
質とした. メチオニンとシステインがたんぱく質重量のそれぞれ 2.4%および 2%を占める
として計算.  
表１．推定NAE＊の計算に用いるイオンの正味の腸管吸収率とOAの計算式４）






-（Na+ + K+ + Ca2+ + Mg2+） 
  (mEq/日)*  
6.9 51.1 91.8 121.6 
PRAL + OA   (mEq/日)** 3.7 62.2 102.2 117.5 
NAE      (mEq/日)*** 
（平均値±標準偏差） 
24.1±10.7 69.7±21.4 112.6±10.9 135.5±16.4
pH（平均値±標準偏差） 6.7±0.1 6.0±0.4 5.4±0.2 5.5±0.2 
* 尿中の各々のイオンの実測値から計算した値 
** 食品のミネラル組成からの予測値（PRAL）と身体計測から求めた OAの値の和 
*** NAE（＝ NH4






































































































































SD）は，それぞれ6.15 ± 0.10，5.90 ± 0.36，5.74 ± 0.21であった．また，各群6人のサブグルー











































する）の腸管吸収率を考慮したうえで，食事性の酸塩基負荷の指標PRAL（potential renal acid 
load）を提唱した．そして，尿中に排泄される有機酸量（OA，身体計測により推定）も陰イオ
ンに含めて，腎臓からの正味の酸排泄量NAE（NH4
＋ + 滴定酸 － HCO3
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